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本会前会長、法政大学名誉教授藤井甚太郎先生は、昭和三十三
年七月九日、胃癌のため七十五歳で逝去された。先生は短駆ながら、がっしりした御体格で、日常きわめて御達者に過され、強いて申せばヘルニアの気味があられたが、これとても御講義に障るほどでもなく、古稀を越されてからもなお壮者を凌ぐ御精励ぶりであった。それだけに今回の急な御他界には常に先生のお婆に接していたものでも、ひとしく驚き 念を禁ずることができず荏然としたのである もっとも昨年秋ごろから食欲が減退さ た由を洩らされ、御顔色もすぐれなかったが、十月の公開講演を担当れたのをはじめ、各種の研究会にも欠か ず出席さ るという漁らぬお勤めぷりで、皆それほどまで は考えなかづ 憾み ある。漸く本年三、四月の交か 先生のお痩せになりょうが尋常でないところか 、こもごも医者にお診せ なるよ
J
お勧め一し
た。しかし仕事第一の先生には種々 支障を考慮されてか、なかなかお聴き届けがなく、一同心配し いるうち 、責任感 お強い先生は毎日困難をおして講義 研究会にと歩 運ばれ 。ま
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た御宅にも学生が屡々参上して御指導を乞うという状態で六月も半ばを過ぎた。やがて夏季休暇も近づくので、この休みには是非ゆっくり 静養いただいて御回復を願えればと期待していた。日常老人扱いされることを喜ばれず、かなりの分量の書籍類を括った風目敷包みを小脇 、混み合った電車 国立まで乗られ、駅からまた御宅まで相当の距離を通われる毎日毎晩を倦まず続けて来られた先生も、漸 年を取ったと口にされるようにな丹た。御家族や友人、学校関係そのほか周囲の勧奨が重なって遂に先生も兜を脱がれ医師の診察を乞われたが、さらに精密に検査の上で手当されるため、七月一日慈恵医科大学東京病院南病棟林内科に入院され専心加奏さ ることとなり、一同憂慮 うち もやや安堵の思いが
L
た。しかるに御入院後は衰弱が激しくお見舞も控えてい
るうちに、一週間余りで亡くなられた であ 。 床でうわ言にきれるのもお仕事の事柄ばかりであっ と承る。
御葬儀は七月十六日、港区青山葬儀所において導師鶴見総持寺
後堂松田亮孝老師外僧衆により厳 に営まれ、やがて弔詞に つ
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九
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り、はじめに本学総長大内兵衛氏は霊前に進み、恰かも故人と相対するが如く、藤井先生と呼びかけ、先生が最後まで法政大学のために尽きれた功績をたたえ終りに 高等学校を同じうし共通の知人をもっていた関係上、先生主語ることに特別の楽しみを覚えたのにと、切々たる至情を披渥きれた。続いて宇野哲人、岡田章雄、重友毅、天野貞祐、木村毅 小田清の諸 がそれぞれ懇篤な弔詞を述べられた。（後掲）告別式には先生御生前の御活動範囲の広きを示すように 学界教曹界のみならず政界官界財界 の他各方面から遺徳を偲んで会葬者がつめかけた。式後御遺骨は直ちに都下多磨霊園の藤井家の墓 おさめられた。
先生は旧福岡審士の家に生れ、福岡県立中学修猷館から熊本第
五高等学校を経て明治四十二年七月東京帝国大学文科大学史学科を卒業、さら 大学院で徳川季世史を専攻され 。大学卒業後、直ちに渋沢編纂所で『徳川慶喜公伝』 編纂に従事 れ 渋沢栄一子の知遇を得られたが、偶々同郷 金子堅太郎伯 建議し副総裁の任にあった、文部省維新史料編纂会事務局に同伯の斡旋で正三年三月奉職された。編纂官補かち編纂官のち は主席編纂官に進み、昭和一一十年三月退官に至るまで三十 近い畏い問、維新史料の採訪編纂 従事 その成果は大日本維新史料稿本四千百八十冊として集成され、『大日本 』十九冊、『維新史料綱要』十冊その他として刊行を見 維新史料刊行のほか 田中光顕伯らの後援を得 、別に白木・白人籍協会叢書の発行に尽力され、自らも川路聖護文書（四
l
八巻）中山忠能履歴資料（四
1l
十
巻）岩倉具視関係文書（一
i
八巻）米沢戊辰文書の編纂に当られた。
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また大正十四年、吉野作造氏を中心に、尾佐竹猛、石井研堂、
宮武外骨、小野秀雄、石川巌、井上和雄諸氏と八名を同人として明治文化研究会を創立して、明治文化の研究と普及に務め、『明治文化全集』全二十四巻の編纂に力を注がれ、明治史研究に貴重な資料を提供された。
戦後は昭和二十七年四月以降、財団法人開国百年記念文化事業
会理事として 史十四巻、日米文化交渉史六巻の編纂事業を統理され計二十巻は既に完結、英文版を刊行中であったが先生が担当された概説編の英文版はこの九月に発行を見たのである。
また古く明治三十九年以来、日本歴史地理学会幹事のち理事と
して会務に尽痔
L
、在学中明治四十二年に太宰管内志八十二巻を
校訂出版され、「歴史地理」 編集に専念し多数 論 寄せ、とくに戦後昭和二十五年以降は会長として機関誌の復刊に努力され、ぞの緩の続刊 も非常な苦心を払われ い
ほかにも国史会、史談会、温知会などに幹部として活動され
各県教育会の招請による講演も全国にまたがり、最近は日本近代史学会の創立に当って会長に推されるなど、学会の経営、史学啓蒙普及に尽きれ、また戦前戦後を通じて公務として憲政 関係の調査研究 寄与された。
先生はまた教育の面でもその人格と造詣をもって、後進の指導
と育英に深い感化を及ほされた。大正十四年京都帝国大学に講師として初めて明治維新史講座を担当された。時の文学部長坂口昂教授がその招轄に際して採ら た理解ある措置は先生も晩年 で徳としておられた
。
商後昭和十七年度に至るまで、時には大塚武
松氏と隔年に十余カ年度にわたり、ま 九州、東北の各帝国大学
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法文学部にも出講された。実践女子専門学校にも夙に教鞭をとられ、戦後は校長に就任し、大学昇格
実
現に努力され、その後も兼
任教授として引続き女子教育に尽きれた
。
昭和二十四年度からは法政大学に迎えられ文学部史学科主任教
授として内容の充実に腐心され、法政大
学
史学会には創立以来会
長として主宰され、在るべ 姿を示された。史学科の成長と共に本会も漸く学界に存在を
顕
し、運営も軌道に乗ったところで、本
年四月文学部教授を退かれ、名誉教授に推 て引続き講義を担当されていたのである。大学院日本史学専攻修士課程、博士課程の創設その他種々の懸案 は関係方面との折衝に日曜早朝も厭わず出向かれた。通信教育部の夏期教室授業にも毎年炎暑をおかして学生 指導に当られ、現に今夏も御入院のことがなけ ば出議されるはずであっ
。
全く法政大学史学科史学会の今日あるのは
先生の御指導御尽力の賜物といって過
言
でなく、今後は御遺志を
体して益々「法政
史
学」の推進に勉励しなければならない
。
先生の円満高潔な御人格は接するものにひとしく感銘を与え、
御体験に基づいた処世上の教訓は味 深いものが与
っ
た
。
我々後
学としては、まだまだ御健在で末長く御指導願いたいと念じていた
L
、先生御自身も近代史研究所の構想など幾つかの企画をも
っ
ておられたのであり、共に遂げられなくなったこ土は
痛惜
の至り
で あ る 。
先生は官公私の修史
事
業に永らく
没
頭せられ、私
著
と称すべき
ものは『明治維新史講話』『日本憲法制定史』など十点内外るが、中正な史論を示 、
豊
かな学殖と堅
実
な史風をうかがうに
十分で、維新史 史の開拓者としての足跡を印している
。
閑暇
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を得られて宿望の「玄海洋上海上権力史論」の稿を上梓される日もついに訪れなくなった
。
お心
残
りであられたとお察しする
。
なお御遺族佳珠子夫人は萩野由之博士の女であられ、光之、官一
之、昌之の御三方がそれぞれ一家をなしておられる。
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弦に実践女子大学を代表し、私共の敬慕措く能わざる故藤井甚
太郎先生の御
霊
に対し、謹んで哀悼の誠を致したいと存じます。
先生は実 その尊き－生 挙げて史学の研鎖の為に捧げられま
した。その明治維新史の研究において斯界の権威であられましたことは、人も知る通りであります。市も之を以て単なる研究に終ら
L
めず、その成果を以て普く後進学徒を指導誘披し、諒々とし
て倦む を知らず、学者にして同時 教育者たる代表的存在として終始せられました。
特に私共の実践女子大学におきましては、昭和二十一年五月、
その前身実践女子専門学校の校
畏
となり、時恰も新制大学創立の
準備中でありましたので、鋭意その実現 努力せられ、昭和二十四年大
学
の昇
格
成るや、法政大学教
授
に転出せられましたが、な
お本学兼任教授として勤続せられ今日に及んだのでありまして実践の
今
日ある、実に先生の力に侯つこと多大であ
っ
たのであり
ます
c
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先生は先般来多少御不例の体に拝されましたが、事も疲労痛苦
を口にされることなく、去る七月一日の休暇に入るまで、平常の如く史学の講義に当られ、入院僅に数日、忽荒として逝去せられましたのは、全くその職務に倒れられたのでありま
L
て、教育に
対する不屈の信念とその責任感に対
1
更に敬慕の念を深くするも
のであります。
惣に先生の学界並びに教育界に残されたる偉大なる功績を念い
先生の精神と事業と 継続して怠らざらむことを誓い先生 御冥福を祈って弔辞と致します。
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本日こ〉に本会々長藤井甚太郎先生の御
霊
をお〉くりするに当
り謹んでお別れの言葉 申上げます。
先生は 会のために寄与せられること凡そ五十年、或は幹事と
して親しく機関誌の編集を担当され、或は理事として会務の処理に多
t大の御尽力を重ねられました。殊に終戦の後、昭和二十五年
会長の重責に就かれてからは偏に会の基礎を強化し、その事業発展をはかるために心を砕かれる一方、その豊かな
学識
と高潔な
る人格によって常 私たちを激励し指導して下さい した。
今や先生は、にわかに再び帰る となき遠い旅路の客となられ
ま
L
た。私たちの嘆きと悲しみは到底筆にも言葉にも尽すことが
できません。
ここに謹んで先生の学思を偲ぴ、御冥福をお祈り申上げます
弔
詞
法政大学文学部長
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謹んで藤井甚太郎先生の御
霊
前に申し上げます。先生にかよう
なお呼びかけを致しますことは、句目前までの私どもには全く思いもかけないことで御座いました。平素は御健康そ
の
もののよう
であられました先生が、御発病御入院になられたと伺うことさえ意外な気が致しましたのに、お見舞に伺う隙さえなく、にわかに御逝去になりましたことは、誠に痛恨にたえないところ 御座いました。顧みますに、先生がわが法政大
学文学
部史学科の主任教
授と
L
て御就任になりましたのは、昭和一一十四年十一月のこ
ξ
で
御座い 私どもはその折始めて、盛名ある先生の元気なお姿と謙虚たお人柄に接したので御座います。折から法政一の史学科は寸学制の改革に伴って再発足 過程にあり 多くの点 おいて不備を免れ
得
なかったのであゆますが、これに対し私どもは、先
生の御見識と 手腕と 期待するところす ぶる大きいも があっ
た
の
で御座います。はたして先生はその後、私どもが目を見張
るほどの御精励ぷりで、一意内容の充実改善 当られ、つい その堅実な基礎を築ぎ上げられる 至 たのであります。
二十七年には大学院設置のことがあり、この際にも先生は卒先
そのことに当られ、日本史学の修士および博士課程の構想に心を砕かれたのであります。しかもその問先生は法政大学史学会を創設芳れ、ひろく各方面 知識をあつめ 史学の向上 尽されるなど、その多方面にわたる御努力に 、ほとんど常人の追随を許き
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ぬものがあったのであります。しかるに先生は、本年一月に至り、御高齢の故を以て辞任のことを申し出られ、私どもの強つてのお引留めにもその意を揃えきれず、やむなくその御意思に従うことになりましたが、大学は直ちに名
誉
教授の称号を以って先生
の御功績にお報いしたのであります。しか 文学部としましではなお先生 御指導に待つも の多いことを思い、改めて講師として、御事情の許す限り御出講を願うこととし、先生もこれは快くお引受け下さいま
L
て今日に至りました。この五月のことで御座
いました。先生は一日教授室に私をお待色下さい て 一束の書類を 渡しになりました。それはかなり分厚なもので、拝見致しますと、先生がかねて後進指導のため御計画になりま た史学科、研究諸団体の現状とそ 成果の一端でありました。先生はその一々について委きに説明を加えられまし 、それ 伺ううちに、私は先生がすぐれ 学者であられると共 、偉大な教育者でもあられることに、深く感激致したのであり す。これも今とって省みますと、今後をよろしく頼むと 先生の 遺言で あったように思わ ので御座います。先生は御家庭 人と ては極めて恵まれた方であられたと承っております。その点 先生におかれましても御満足御安心のこ と存じますが、ただ一つ お心残りがあるとしま
f
なら、それは仕残きれたお仕事の上にかかっ
ていると存ぜちれます。私どもはせめてその御遺志を体し、そ御計画をさらに発展させることによって、先生の多年の御指導と御懇情とにお報い致 たいと存じます。法政大学文学部教授諸氏に代り先生に最後の御挨拶を申し上げます 共に、深く御冥福祈り上げる次第で御座います。
蕗井茜大郎先生追悼
弔
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野
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昭和二十七年が明治天皇御生誕満百年に当り、翌二十八年はペ
リl
提督来航百年目になりますので、これが記念の為に修史事業
を企て、二十六年八月財団法人開国百年記念文化事業会が設立されました。初代会長には卓越した東洋史家元京都大学総長羽田亨博士を頂き、明治文化史十四巻日米文化交渉史六巻を刊行するため十九人の有力な編纂委員を委嘱いたしました。わが藤井甚太郎先生はそのうち明治文化史の第一巻概説編の編纂を担当されたばかりでなく、二十七年四月から最近にレたるまで満六 余、この会の常務理事として全体の運営に尽痔せられ の あります。
綜合的な修史事業はまことに予想し難い障碍に出遭うものであ
りますが、その聞に先生は多年にわたる維新史料編纂官と ての豊富な専門的経験に基いて、よくこれらの問題 処理し、且つその温厚篤実な人柄によって多数専門学者を快く応対しその執筆を促進し、又よく部下職員の信望をかち得 この難事業遂行の中心的責任を果して下さいました。かく 企劃せる和文版二十 ば既に完成し、今や英語版十三巻もまさに完成せんとしております。しかるにこの完結の喜びを先生と共 頒つ機会をつい 失ってしまったことは会としてこの上ない痛恨事であります。承れば先生は御永眠の直前までなおこの英文版について心 砕かれた由、このことは恰も先年羽田博士が重態の病床 おい なおこの会の運営に言及されたことと共に、われわれ と 終 忘れ難
一一一
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い感謝感激の激励であります。
先生は既に逝かれましたが先生が精魂を龍めてなされた事業と
志、とりわけ日本歴史の研究著述と教育はなほ生き永らえるでありましょう。そして新日本建設に必要欠くべからざる条件、即ち「祖国の歴史的認識」とそれに基く「国民の自覚と反省」に末永く貢献されるでありま ょう。ここに謹んで先生の人知れぬ御労苦と功績に対して心から感謝左敬意とを捧げる 共に、その長逝を深く悼みあわせて御遺族の御愁傷を御察しいたし弔辞といたしま す 。
弔
詞
木
村
毅
明治文化研究会代表
謹みて藤井甚太郎先生の霊前に申す先生一代の文化的勲業の中軸をなすものは実に明治史を学問と
して組織せられたることにあり。少壮、京都大学にこれを講ぜられたるは、官立大学における明治史講座の最初なりと言わる。
大正十四年、吉野作造、尾佐竹猛、石井研堂、宮武外骨など諸
先覚の聞に明治文化研究会の起き るや、先生加わりて発起人の一人たり。爾来四十年、明治文化全集の編纂をはじめ、先生 尽力と指導にまち ものまことに多し。
これを追想して深き感謝をささげ、よき先輩を失いしことを悲
しむ。いま永遠の告別をなすにあたり先生の冥福をいのるとと切な り 。
一一四
弔
辞
同窓竹馬の友
小
？青
田
畏友藤井甚太郎君逝く、六十年来の水魚の友藤井甚太郎君、漬
駕として逝去せらる。鳴呼悲しい哉。君と初めて相識りしは、福岡中学修猷館の生徒時代にして、未だ若冠十六、七歳の頃也。当時君は既に史学に志し、日本古代史の造詣深かく、母校の同窓会誌上に発表せ
L
一論文は、夙に大家の風格ありとして、皆人の耳
目を鍾動せしめたり。修猷館卒業後、五高を過て東大文科史学科に学ぶ。蓋し年来の素志を果さんとて也。五口等また一年を後れて、五一品より東大に進み、専門を異にすると雄、形影相傾け 、莫逆水魚の交りを結ぶ。明治四十二年東大卒業後、君は故渋沢栄一翁の史料研究所に入り、後文部省維新史編纂局に転ず、爾来国史の研究史料の編輯に身魂を傾けること、正に半世紀以上。その開発明する処、其の間貢献する処、及び教育上の効蹟等蓄し筆紙に尽
L
難きもの有る可し。而かも能く常々洗ふが如き清貧を守
り、日安如としてその志す所 精進 且つ之れを娯しみ、全く得失を懐はざるも の如く、喜も他 対
L
覚むる所無し。蓋し斯界
の泰斗にして岳父に当 、故萩野由之先生の衣鉢を継承して、本邦史学界の為 全身全霊を傾到したるものと云ふ可し。往昔支那の陶淵明先生は 五柳先生の伝に そ 私淑する鰐婁夫妻の事蹟を伝え、之れを礼賛して臼く。貧践に戚々たらず、富貴に折々たらずと。嚢日
E口等君を弔いて国立の草藍を訪ひし時、弦れ斯の如
き人の偉乎と感慨に堪えぬもの有りたり。思ふに君の如きは正
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老野町屯乎。本春以来君の健康梢勝れざるものあり、五口等屡々医師の診断を乞ふべきを慾憩せしも、容易に首肯せず。六月中旬、旧友挙りて之れを勧むるに及びて初めて動き、七月一日慈恵大学南病棟に入院したり。而かも在院旬日に充たず誼鷲として逝く。察する処既に既に深かく天命を悟り、医師によりて天寿を或は長くし或は短かめるに忍びざりしの観あり。其死に対する覚悟、帰するが如く、其幹度の泰然たる、殆かも古への高僧智識の臨終に湧霧たるもの有りたり。五口等思へらく君の死 如きは正 此れを遷ι
とや云ふべきと。鼓に涙を掃って謹んで香を焚きて君の冥福を
薦り、霊前に国風一首を捧ぐ。
鰐酌ヂのやうに小粒で黒ろき人砲弾の如く虚空に飛び去る
以て弔辞となす。
藤井甚太郎先生路年譜
明治十六年三月
三十年四月三十五年七見三十五年九月三十八年七月三十八年九月
旧福岡藩士藤井－寛の長男として福岡県福岡市荒戸町に生まる幼時、福岡県糟屋郡小野村谷山に移り帰農福岡県立尋常中学修猷館入学福岡県立中学修猷館卒業第五高等学校文科入学第五高等学校文科卒業東京帝国大学文科大学史学科国史専攻
藤井甚大郎先生略年譜
明治三十九年－月
四十二年七月四十二年七月
大正
年三月
三年、六月七年四月八年十月八年十一月十年十二月
十二年十二月十四年四月
昭
和
年一月年四月
四
年九月
六六五
年二月年四月年六月
日本歴史地理学会幹事となる東京帝国大学文科大学史学科国史専攻卒業卒業論文題目「筑紫辺防考」引結き大学院に入 「徳川季世史」を専攻渋沢編纂所に入り円徳川慶喜公伝』編纂に従事、大正五年三月 至る文部省維新史料編纂会事務局補助員を嘱託せらる東京帝国大学大学院在学満期文部省維新史料編纂官補に任ぜちる
ヘ高等官
J
文部省維新史料編纂官に任ぜらる
f
六等」
叙正七位叙従六位叙正六位京都帝国大学文学 講師（大正十四年度）を委嘱せらる以後昭和十七年度に至る余回（明治維新史講座担当）叙従五位内務省警察講習所講師を委嘱せらる以後昭和三、四、六の各年度同様史学研究のため英・独・仏・蘭及び米国に－カ年留学を命ぜらる右のため出発留学より帰朝叙勲六等瑞宝章を授けらる
ー
一 一 五
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昭
和
藤井甚大郎先生略年譜七九十十
年七月年五月年九月年九月
十二年五月十三年四月十三年四月十三年八月十五年十二月十五年十二月十六年 月十六年十一月十七年五月十七年五月十七年五月十八年七月十八年八月十九年四月二十年三月
叙正五位私立女子
実
践
専
門学校講師を委嘱せ
らる
叙勲五等瑞宝章を授けらる九州帝国大学法文学部講師を委嘱せらる（昭和十年度）以後昭和十一、十七年度同様衆議院憲政史編纂委員を嘱託せらる（十三年十一月に至る）文部省日本
諸学委員
会
昭和十三年度歴史
学
部臨時委員を嘱託せらる孝明天
皇
神宮
奉加
奉賛会参与
叙従四位今上陛下御前講演「光格天皇御事蹟」文部省図書監修官を兼任文部省より国史概説編纂調査を嘱託せらる叙勲四等瑞宝章を授けらる旭日小綬章を授けらる文部省維新史料編纂会官制廃止により退官文部省維新史料編修官に任ぜらる文部省大臣官房編修課編修掛長文部省より古典編修に関する調査を委現せらる勅任官を以て待遇せらる東北帝国大
学
法文
学
部講師を委嘱せらる
（昭和十九年度）陸叙高等官二等
昭和二十年三月
二十年四月二十年六月一一 一年六二
十四年四月
二十四年
六
月
二十四年十－月二十五年 月二十七年四月二十七年十月三十一年十二月三十二年六月三十二年九
月
三十二年 －月三十 年三月三十 年四月三十 年七月
一十三年七月一十三年七月
一 一 六
願に依り文部省維新史料編修官を免ぜらる叙疋四位叙従三
位
、
実践女子専門
学
校教授に任ぜらる
実践女子専門学校校長に任ぜらる実践女子
学
園評議員に任ぜらる
実践
女子大学教授
に任ぜらる
実践
女子
専
門学校校
長
を免ぜらる
法
政大
学
教授に任ぜらる
日本歴
史
地理
学会
会長に推挙せらる
財団法人開国百年記念文化事業会臨時事務嘱託を委嘱せらる同会常任理事を委嘱せらる同会非常任盟事を委嘱せらる文
部
省
史料
館評議会評議員を委嘱せらる
山梨
大学に出講（非常勤講師）「明治憲法制
定の由来とその展開」日本近代史
学
会会長に推挙せらる
願に依り法政大学教授を免ぜらる法政大学名誉教授の称号を受く九日、胃癌のため慈恵医科大学東京病院にて 死 去
享
年七十五歳
十六日、叙
勲
三
等
旭日中綬
章
を慢けらる
十六日、
青
山葬
儀所にて葬
儀
、法名文英院
仁峰甚義大居
士
、同日多磨
霊
園に葬る
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藤井甚太郎先生
藤井甚太郎先生薯作目録
伊藤常足箸校訂出版
八年九月
九九
年年
十三
月月
（ニ）森
は翁
羽秀
仁亮
五と
郎共
著 箸
十 年 三 月 附 胸 間 一 郡 山 げ れ十年三月校関指導
十一年三月憲法教育資料十一年十二月十二年七月十三年一月十五年五月捻修解一政三十年 月編纂
委員
著作目録
贈正五位斎田要七伝昭和三十年八月
他に、旧中等、女子、実業国史教科書類あり。
論
支
史
地 他
著編書
太宰管内志（日本歴史地理学会）上明治四一年九月
中。四二年六月下。四三年五月
日本憲法制定史（国史講習会）大正十一年八月明治維新史講話（雄山閣）
9
十 五 年 一 二 月
穴日本史講幕末維新史（雄山周到 昭和四年二月座第九巻｜日本憲渋制定史（雄山閣）
hq
四年八月
維新の志士と其の時代（路一断銃一）。四年八月教化資料第七精岩波講座憲法の制定（岩波書店）。日本歴史綜合日本明治時代史（内外書籍）。史大弄岩波講座
明治時代付（岩波
書
店 ）
9
日本歴史世界歴
日本史第
一 －一 篇
（平凡社）。
史大系麹町区史（麹町区役所）
hq
帝国憲法制定の由来（文部省）。帝国憲法制定の由来（長野県）。日本最近世 序論（松華堂
、
。
男爵団琢磨伝上下 慰問糊闘
い 一 記
）汐
物語日本史第十二巻回附欣 雄山閣）明治文化史第一巻概説編（洋々社）
h y
歴
大根川神話に就きて大日本地名辞書一節の誤謬三輪の地名に就きて筑紫日向橘の小戸の福原太宰管内志に就きて日本に於ける歴史地理学発達史防人の起原東国防人の員数に就て王代筑紫駅路雑考筑紫に於ける王代城郭の形式を論じ神寵石に及ぶ肥 前 国 基 山 遺 蹟 探 検 記 （ 尚 一 問 問 … 胤 共 稿 ）神寵石参考資料耶馬台国の所在 就きて近江国醒ケ井村神寵石様の列石西方辺土の統治
理
巻号六ノ六七ノ三八ノ三八ノ三八 ノ 一
O
一 四 ノ 一一四ノ四－四ノ五一四ノ六一五ノ三一五ノ三一五ノ三一六ノ二－七ノ三一八ノ四一八ノ五
一 － 七
明三七・六
三八・一二三九・三三九・三三九・十四二・七四二・十四二・ －四二・十二四三・三四三・一四三・四三・八四四・四四・七四四・八
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西方辺土の統治一八ノ六穴門国の考一九ノ一明治初年の先帝陛下二
O
ノ 三
年号に正字を用ふる論（研究談屑）二
O
ノ四
日露談判に見えた 一眼国の伝説（同）一一
O
ノ四
維新史中の小話（同）二
O
ノ四
神符降下と政治運動（同）二
O
ノ四
藤田東湖の号 其寓意（同）二
O
ノ 五
長藩勤王の由来（同）二
O
ノ 五
奇怪の姓名（同）一一
O
ノ五
ぽ盟諸問哨に見えたる尊王思想二
O
ノ 五
寛政年間の羅馬字国字論 同）二
O
ノ 六
徳川時代の国体論と政体 ）二
O
ノ 六
函館戦役に参加せし外人（同）二
O
ノ六
答間十策の著者に就きて（同）二
O
ノ 六
木村謙の建標と水戸史家（同）二
O
ノ 六
廃藩置県の理勢を論じ 大化改新に及ぶ －ノ一
二一ノ二二一ノ三二一ノ四二五ノ五二一ノ六一 一 一 ノ二一ノ二二一ノ二
藤井甚士郎先生著作目録,, ’v 
拙者は大名で御康る（読史茶話勅使の御威光（同）外夷－疋（同）
大明
二二二二 二二二二二一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー一一一四四
五回． 十十十十十十十十十
二二二六五四三二ー二二二二二一一一一十十 十十九ー九
天下非一人天下（同）大塩平八郎の悲憤 同）鳥居甲斐が寺門静軒鞠問の事三条実美公等四卿の和歌歌垣の考流言に就きて山守部の考伊予来日部小楯に就きてr太宰府古図に就て福岡藩主黒田家長崎警衛文恭院諸公子の三家相続に就きて福岡藩長崎の派遣人数新羅朴提上死処の伝説 きて対馬見聞録応永の博多津に関する資料大名領地の性質に関する思想藍
使
島の
広瀬旭荘の船上山碑文久三年八月十八日の政変に就て元治元年参観交替及妻子在府制の復旧事情帝国憲法制定史談
一 一 八
二一ノ二二一ノ二二一ノ一 ノ四二一ノ六二 ノ－二二ノ三二二ノ五二三ノ一二五ノ四二五ノ六二五ノ六二六ノ一二六ノ四二六ノ五二七ノ五二八ノ五二九ノ一二九ノ四二九ノ五三
O
ノ六
三一ノ一コ 二 ニ 一三三ノ四
大
五 五四四四四四四三二二二 二二二二二
十十 十
一 五一十七六六四一一九七 六四二二二
六・一六・四六・五六・十二七・一
八八
四
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帝国憲法制定史談
三三ノ五三三ノ六三四ノ一三四ノ三四ノ四三四ノ五三五ノ一三五ノ二三六ノ四三六ノ五
明治初年に於ける富豪税に関する評論三四ノ二備後朝津対湖楼三四ノ三文久三年正親町公宣卿の筑前下向に就て三五ノ三文久三年北九州諸藩の合従運動に就て三五ノ四明治政府最初の予算会議三七ノ一梅田雲浜逮捕の日に就て三七ノ二史料編纂に就て 七ノニ薩筑牒合如何 七ノ三明治天皇の集議院行幸 七ノ五安政大獄の側面観三八ノ六明治修史事業 回顧四
O
ノ 一
四
O
ノ 二
〜 四
O
ノ 五
四一ノ一四二ノ二
I/ ,, ,, I/ I/ I/ I/ / 
貝原益軒の勤王思想
藤井甚太郎先生著作目録
十十十 大
二二一十十十十十十十十九九八八九九九九八八八八八八
十・・十 十十
八一一八七二五三二二一四三九八一十二一一十九七六五
心学の勤王説家格の値段明治時代の修史事業土族帰農問題と百姓一授と其他明治時代商人の第一歩河野顕三の勤王壌夷 思想明治初年に於ける国史地理の諸問題郡県の議（廃藩置県の環境）明治七年千葉県会に就て維新前後の農兵国史教育我観国史の回顧大局観維新 基礎研究の一、
土地の使用と人の結合
普通選挙史観
四二ノ二四二ノ二四 ノ一四四ノ三四九ノ一四五ノ三四六ノ一四六ノ二四六ノ六日本兵制史四八ノ一四八ノ四四八ノ六五
O
ノ四
五
O
ノ 六
h q
五一ノ二
学会存立の基礎と思ふもの五四ノ六切支丹族類の系切六
O
ノ 五
幕末の皇族及び久溜宮朝彦親王）六一ノ二
i
維新時代皇族御方々の御活動長一
雄大なる史論家（喜田博士追悼録 七四明治史研究 必要七六ノ三時代の断層（随想）七 ノ二所謂「御時勢の力」八
O
ノ 一
一 一 九
大十二・八
十二・八十三・七十二一 九十四・一十四・三十四・七十四・八十四・ 二十五・三十五・七十五・十十五・ 二
昭二・十
一了十二一 一 ・ 一四・ナ二七・十一八・二
十四・八十五・九十六・二十七・七
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’i 
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藤井甚宋郎先生著作目録
史
明治初年の地方官会議明治初年の国体擁護運動
中
央
史
武家時代の終局近世思想問題の回顧老女村岡小御所会議震災の一考察徳川末期より明治の新政へ青地林宗の「輿地誌略」に紹介せられたる議会政治徳川慶喜公の大政奉還に就きて武家存在の思想平野国臣
歴
史
，／大ιご、
林壇三ム員同
時局の推移を眺めつつ明治維新を語る付
μ
〕 一
同伺
/ 。
巻号
九ノ三大十三一O
ノ一十四
一O
ノ二十四
－二ノ一昭二一二ノ二二
巻号－ノ大大
一 一 ノ 二三ノ四四ノ一七ノ四八ノ一
一O
ノ 一
一O
ノ七
一二ノ八二プ九
巻号ノ 一ノ二一 ノ 一 一一 ノ 三
十十十 十十十十
五五四 四三二一十十九
九八六一一十一十二十
昭
八八七 七
十十
四一四 一 七
阿蘇惟治の「心組件々」を紹介す明治維新概観東京時代の概観近世日本尊皇思想の一型式時代に漂へるも戦史上よりみた幕末維新より現代現代史研究所感現下に於ける日本民族の使命
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四民平等の思想愛知県士族生産談話会幕末に於ける国会観念の発達五ケ条の御誓文の勅問につきて諭告「人民平均之理」
明
治
明治史の実学的研究「藩論」の英訳につきて民権論と進化論通俗無上政法明治六年地方教化の一史料伊予松山蕃の政治大綱「フヱダ－フリスト」に就いて金子伯と維新史
筑紫
旧糸嶋水道と穴門国糟屋屯倉王代筑紫駅路雑考桜田の変と福岡審判
藤井甚大郎先生著作目録
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桜田の変と福岡藩付太宰管内志肥前志の序文に就て黒田家の長崎警備拝命 事情黒田長薄公大蔵谷回駕の事情文久三年正親町公萱卿筑 下向の事情文久二年黒田長湾公京都周旋始末明治元年長崎奉行の退去と筑前審糟屋郡相島に於ける黒田家の朝鮮信使接待福岡藩勤王論の淵源筑前藩に於ける開鎖論（上）
。（中）
旧会津蕃士の筑前藩に関する談話筑前藩に於ける閉鎖論（下ノご黒田長薄公評伝（二未定稿
。（二）。（一二）
寛政元年福岡藩政の一断面黒田長沢公評伝（四）
。（五）
福岡藩に於ける切支丹類族の処置海上貿易取締の一例
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藤井甚大郎先生著作目録
明治維新史大観小観維新前後に於ける諸階級の崩壊国史教育に関する私見自由民権運動事変下に於ける歴史教育の行くべ台道
考
古
雑
号士
函心、
字
筑紫大野及機城の遺蹟に関する私疑三野城牡等に就きての私疑
土佐
幕末維新史講話
。（続）
山内容堂公につきて
史
談
明治大
一権分立と藩制
正史
談
史談会
壌夷志士の末路を悼む
雑
日忘
明
治
歴
維
日
本
新 史
国史
徳川時代大名の道中
の
友
東
古 小
福
岡
と
一一 ノ 一 一三ノ六七ノ一
O
一一ノ八一三ノ四
品 開
』貝
守
四ノ二五 ノ三七号三八四六
八
輯
巻
号
巻
号
一
栄』一号
d
昭 一 ニ
・二
三
・九
七・十二
十一・十一十三・七大 一昭六・十二
七・三九・了一
昭十二
昭
十
昭十七・八大五・十一
巻
号
自二ノ四昭二十七・四至三ノ八昭二 八 十二自六ノ七昭三十一・八王八ノ八昭三十三・九
法政大学関係
明治初期の日米文化交渉法政史学六号昭二十八・十二幕末に於ける議会政治論の展開法政大学文学部
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江戸湾の海防史『武相郷土史論』摂海防備史『摂津郷土 論』（
H
）
明治維新と侍階級『明治維新史研究』（史学会編）幕末 過渡期の風俗恥闘紳一球叫ん（雄山閤）幕府側から見た維新 意義『明治維新の全貌 （料師側献）西南戦役『大日本戦史第四巻』（三教書院）福岡藩の藩校『蕃学 談』（日開問 郎外著〉
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諸雑誌紀要類（抄録）
維新と立憲思想青年日本開国前の海外雄飛 青年日本筑紫に於ける神寵石類似の遺跡に就きて
郷土研究
明治二年公議所に於（史料）竜ける会社法評論
青
貴族階級の成立と兵東国史
学
界寸観光
国史上より見たる普選講演福岡県民権 論（二）福岡県人東京蓄の社会的考察鴫唯心育 講轍勝安一房教材講座明治天皇御治政 初期明治聖徳記念
学
会紀要
社会変革家及其末路東亜の光国史学の展開蘇峯会誌旅人として欧米 社会を談る斯民欧米諸 に於ける明 史料の蒐集行脚
明治聖徳記念学会紀要
近世日本国防線上の変選講演の友明治維新の話日本精神講座大阪の大名通過と銀主上方記録館記録官及記録学巌松堂展望日本近世史授業の必要文部時報
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維新時代公卿衆の活動講演の友五箇条
御
誓文文部時報
明治維新に於ける大楠公の復活問均一精一俳語教部省員の東北地方教導につきて神社協会雑誌欧洲の歴史館巡歴の回顧紀元二千六百年吉田松陰先生の事蹟－フヂオ講座明治史概説ラヂオ青年講座融…悦南洲先生の事蹟山口記念講演集国民生活と歴史国民講座明治天皇と其の時代畏野市聖徳
記念会叢書
神武創業への復古肇国精神転換期の指標としての 維新講演日本総動員の由来理想日本亨保大飢鐘の対策理想日本明治維新の一面山口記念講演集黒沢登幾子青年平野国臣の神武必勝論肇国精神烈公徳川市開昭言論報明治維新直後の教育帝国教育明治維新と天皇制 確立講演水戸藩の蘭学に就いて実践女子大学紀要
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藤井先生遺影
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